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活動の成果

今後の課題・展開

活動内容

【活動の目的】 【助成元】　北九州エコライフステージ実行委員会

【実施場所】　北九州市環境ミュージアム、勝山公園

【実施期間】　6月～12 月

【担当者数】　2名

【ホームページ】　https://ecolife-stage.org

① 北九州エコライフステージ事務局長 及び事務局員委託業務
3. 委託事業

■協賛企業数：48 社
■協賛金合計：246 万円（2社は商品の提供）
■出展ブース数：64 ブース
■来場者数：23,460 人
■参加件数：127,986 人（来場者 +インターネット上で動画を視聴、リアクションを投稿など）
■ホームページの閲覧数：59,351 人
■激エコさんを連れてきた視聴者数：4,541 件

■お客様を常に惹きつけることができるステージプログラムの考案
■賑わいをつくることが可能な会場配置（来年度は会場が市役所周辺広場になるため）
■予算の削減に伴いながら質を損なわないイベントの運営

■11 月 19 日（土）・20 日（日）に勝山公園大芝生広場にてエコライフステージ 2022 を開催
■キャッチフレーズ：みんなで一緒につくろうよ。脱炭素社会・私たちの北九州
■企業や市民団体の活動を紹介する動画をホームページに掲載
■ユニークな活動団体を紹介する動画「激エコさんを連れてきた。」を作成

市民環境力の向上を目的として、環境活動に取り組む市民団体・
NPO・企業・市役所などが出展する x「北九州エコライフステージ」
の企画、運営を行う。
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活動の成果

今後の課題・展開

活動内容

【活動の目的】 【委託元】　手づくり市場 in 北九州実行委員会

【実施場所】　西日本総合展示場　新館

【実施期間】　2022 年 11 月 12 日（土）、13 日（日）

【担当者数】　2名

【ホームページ】　
https://www.nposatoyama.org/tedukuri2022.html

②手づくり市場 in 北九州 2022 （第 24 回）
3. 委託事業

来場者数：12,401 名
出展ブース数：291 コマ　申込数 240 件
事業規模 9,070,000 円

2022 年度の手づくり市場では WITH コロナでのイベント開催に向けて、感染症対策と予算管理の徹底に重点を置き進めて
きた。開催見込みまで支出を最小限に収めたスケジュールで進め、出展ブース数に合わせた会場設定や資料の送付をメー
ルに変更し支出を減らした。来場者の減少が予測されたためガラポン抽選会を実施するなどして来場者の増加を目指した。
また感染症に不安のある来場者対策として「にぎわいづくり懇話会助成金」を活用した万全なコロナ対策を行った。

11 月 12 日（土）、13 日（日）西日本総合展示場新館にて手づくり市場 in 北九州 2022（第 24 回）を開催する。

「手づくりで心豊かなくらしを」をテーマにイベントを開催し、北
九州地域のにぎわいを創出するとともに生活文化産業の発展をめ
ざして「手づくり」の魅力を発信する。
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活動内容

今後の課題・展開

活動の成果

【活動の目的】 【委託元】　北九州市

【実施場所】　北九州市いきがい活動ステーション

【実施期間】　通年

【担当者数】　3名

【ホームページ】　https://www.iki-st.com

③高齢者いきがい活動支援事業 （いきがい活動ステーション）
3. 委託事業

前期 4 月～ 6 月は出張相談会を若松二島縁側カフェや門司の年長者いこいの家などで実施。また、社会福祉協議会からの
依頼により、折尾や八幡東区のサロンにて出張スマホ相談会を実施した。2022年 4月より穴生学舎内にいきがい活動ステー
ションのサテライトスペースをオープンした。穴生サテライトにて「音楽の部屋」「薬膳カフェ」「リフレッシュアート」「終
活サロン」など 11 のテーマ毎のおしゃべりサロンを実施した。魚町の本ステーションではスマホサロン、健康サロン、終
活サロンを実施した。オンラインおしゃべりサロンも継続中。

利用者数増→いきがい活動情報提供→マッチング→活動へつなげる。
■講座・サロン回数を増やすことで利用者は増加するが、スタッフだけでの対応が難しくなりつつある。
　参加者の中からボランティアサポーター登録を推進したり、協力いただける団体を増やしたりする。
■テーマ毎のおしゃべりサロンを充実させ、参加者の自主活動の拠点にすることにより、利用者数増へつなげる。
■イベントを開催予定　新シニアコレクション、大おしゃべりサロン

テーマ毎のサロン形式にすることにより、参加者同士のコミュニケーションがとりやすく、継続参加につながっている。
サロン参加から相談、マッチング数が増加している。

シニア層がこれからの人生を有意義に過ごすための「いきがい」
づくりのお手伝いをすることを目的とする。

おしゃべりサロン スマホサロンの様子

目標値
項目

月次実績 年度実績

情報収集 ①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

ボランティア等の募集方法収集件数
ステーション利用者数
HP.facebook利用件数
メディア露出件数
マッチングを行った件数
活動に繋がった件数
講座・サロン実施数
体験活動実施数

12ヶ月
180
6,000
24,000
6
84
24
48
4

1ヶ月
15
500
2,000
0.5
7
2
4
0.5

3月実績
18
555
2,059
0
7
1
22
0

月達成率
120%
111%
103%
0%
100%
50%
550%
0%

累積
201
5,513
30,055
2
92
28
195
11

年度進捗率
112%
92%
125%
33%
110%
117%
406%
275%

情報提供
マッチング

講座
体験活動
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活動の成果

今後の課題・展開

活動内容

【活動の目的】 【委託元】　北九州市

【実施場所】　水素実証実験住宅

【実施期間】　通年

【担当者数】　2名

【ホームページ】　https://kitakyushulife.jp/trial/

④北九州市お試し居住事業（CCRC）
3. 委託事業

窓口が一本化されたことや、WEB での申込み方法が追加されたことで、申込みの流れや手続きがスムーズになり利用者の
利便性向上へとつながった。スタンダードのコーディネーター業務においては、延べ 20 組 38 名の参加者へ対応し、5 組
12 名が移住するに至った。移住後の参加者に対しては、移住後の生活や活動についての相談に乗るなど参加者に寄り添っ
たアフターフォローを行った。

2022 年度からコロナ禍でも受入を止めない体制へとシフトしており、お試し居住への問合せ、申込組数は今後増加するこ
とが予測される。なるべく多くの受入につながるようより効率的に業務をすすめる。また、2023 年度より新しい支援とし
てレンタカー補助が始まる。申請から支払いまでの業務を滞りなくすすめるよう体制を整える。併せて運用がはじまるレ
ンタサイクルについては、安全管理の徹底と利用者の利便性向上に努める。

2022 年度よりお試し居住スタンダードとライトの窓口が一本化され当法人が窓口業務を一括して請け負った。また、関係
者間の情報共有や連絡のツールとしてSlackが導入されるなど、新たな試みを取り入れた体制で運営を行った。コーディネー
ター業務としては、これまでの対面でのアテンドを中心とした支援は、コロナ禍において難しくなっており、情報提供や
相談などバックアップ型のフォローを、参加者のニーズに応じて行った。また、新たな業務としてライトで掛かる経費の
精算支払い業務を担った。

北九州市外在住で北九州市に移住を希望する方を対象に、本人の
希望に即した生活を北九州市で体験してもらうことで、北九州へ
の移住及び課題を把握する。

受入ミーティングの様子（対面とオンラインで実施）

<対応実績数> スタンダード・ライト合計
R3
14
11

問合せ件数
申込組数
参加組数

4月
8
6
7

5月
４
3
4

6月
5
3
6

7月
7
6
1

8月
2
3
6

9月
7
5
1

10月
8
3
5

11月
5
3
4

12月
5
4
4

1月
13
3
5

2月
9
3
1

3月
8
7
5

計
95件
60組
49組
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活動の成果

今後の課題・展開

活動内容

【活動の目的】
【委託元】　一般財団法人　産業遺産国民会議
【実施場所】岩手県釡石市 、長崎県長崎市、
静岡県伊豆の国市、福岡県北九州市、熊本県宇城市、
佐賀県佐賀市、鹿児島県鹿児島市、山口県萩市、
東京都（産業遺産情報センター）
【実施期間】　2022 年 12 月～2023 年 3月（研修実施期間）
【担当者数】　２名
【ホームページ】
http://www.japansmeijiindustrialrevolution.com/

⑤令和 4年度世界遺産 インタープリテーション研修企画運営業務
3. 委託事業

2023年度は委託元の意向により、東京の産業遺産情報センターでの研修会のみを複数回実施することとなった為、九州に
拠点をおく当法人にて運営業務を行う意味を成さず、業務委託は一旦休止となった。2024年度は、従来通り8エリアでの
研修会を実施する予定であり、その際は運営業務委託について再度協議を行う。

7 月から委託元である産業遺産国民会議とプログラムの構成や開催方法について協議を行い、9 月末に各エリアでの研修会
の日程が確定、10 月から本格的に自治体との協議、調整をすすめ、12 月より研修会を実施した。

「明治日本の産業革命遺産」のインタープリテーション戦略の一環
として、8 エリア 23 の構成資産全体による本世界遺産の顕著で普
遍的価値（OUV：outstanding universal value）ならびに関連産業（製
鉄・製鋼 / 造船 / 石炭産業）と、そのつながり等について理解の
促進を行うものである。当会は上記目的のため、各エリアのガイド、
自治体職員等を対象として、主に明治日本の産業革命遺産全体の
OUV やそのつながり・意義に関する人材育成研修の運営業務を受
託している。

2022 年度は 8エリアでの研修会に加えて新たな試みとして、東京の産業遺産情報センターでの研修会の企画、運営を実施、
各エリアより招いたガイドと情報センターのガイドを対象とした研修会を行った。8 エリアの研修会では他エリアから講師
を招聘して、エリアや分野の垣根を超えた交流・学びをテーマとしたプログラム内容とした。

会場での講演の様子 オンラインでの講演の様子

<開催日程と参加者数>
12/6
釡石
22名

12/22
長崎
34名

1/13
韮山
30名

1/17
八幡
41名

1/19
三池
37名

1/31
佐賀
28名

2/2
鹿児島
29名

2/16
萩
40名

3/2、3
東京
24名

参加者計
285名

開催日
エリア
参加者
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【活動の目的】 【委託元】　北九州市産業経済局スタートアップ推進課

【実施場所】　九州工業大学（GYMLABO）

【実施期間】　2022 年 6月～ 2023 年 1月末

【担当者数】　3名

【ホームページ】
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/san-kei /v326_00004.html

⑥未来のスタートアップ育成事業
3. 委託事業

活動の成果
小中学生を対象に 3 日間のワークショッププログラムを実施した。参加した子ども達は、色々な人との出会いや自身が企
業するイメージで未来新聞づくり、記者発表会で様々な刺激を受けることができた。
参加者や保護者の方からのアンケートから、今回の夏休み企画はとても好評だったとの回答が並んだ。
イベント後は、当事業のパネルを制作し、市施設 3箇所にて展示会を行い市民の方々に PRを行った。

今後の課題・展開
次年度事業は、未定

活動内容
業務概要
イベント名：みらいのカタチラボ Jr. 
会場：九州工業大学GYMLABO
開催日：7月 29 日（金）、7月 30 日（土）、7月 31 日（日）　時間：10:00～16:00
対象：小学 4年生～中学 2年生 30 名
協力者：トータルコーディネーター 1名、講師 4名、ファシリテーター 3名、学生メンター 6名

プログラム内容
1日目テーマ「好奇心」チャレンジする心を学ぶ　未来を切り拓く起業家との「出会い」
2日目テーマ「遊び心」起業ストーリーと起業した未来を描くみらいのカタチをつくる「未来新聞」
3日目テーマ「自信・自己肯定」起業家になったつもりで記者発表みらいのカタチを宣言「記者発表会」

未来を担う起業家が育つ環境づくりを促進するとともにシビック
プライドの醸成につなげる。3 日間のワークショッププログラム
を通して、小中学生の「好奇心、遊び心、自信・自己肯定」を育み、
心のエンジンを駆動させることを目的とする。

記者発表会の様子集合写真 ワークショップ
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今後の課題・展開

【活動の目的】 【委託元】　日鉄エンジニアリング株式会社

【実施場所】　エンジ村
（日鉄エンジニアリング株式会社北九州寮敷地内）

【実施期間】　通年

【担当者数】　全スタッフ

【ホームページ】https://www.nposatoyama.org/engi.html

⑦エンジ村維持管理業務
3. 委託事業

活動の成果
イベントは、春と秋に開催することが出来た。近隣の児童館の子ども達やエンジニアリング社員など参加者は総勢 50 名と
なった。春は、子ども達の手で芋苗植えや花苗植えを実施。秋は、子ども達の手で芋掘りや花苗植えを実施した。エンジ
村をみんなで整備することができた。

活動内容
年間を通じた維持管理と 2回のイベントを開催。
● 5 月 21 日（土）：春のイベント実施　参加者 45 名
● 10 月 22 日（土）：秋のイベント実施　参加者 60 名

地域の人々が自然と触れ合う機会を提供するエンジ村（日鉄エン
ジニアリング所有）の維持管理業務及びイベントの企画運営を行
い、地域コミュニティを創出する。

2022年度に引き続き、環境ミュージアム&東田エコクラブ職員でのエンジ村管理業務を継続する。

イベントの様子
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今後の課題・展開

活動内容

活動の成果

【活動の目的】 【委託元】　北九州東田前田地区電力需給組合

【実施場所】　北九州市環境ミュージアム

【実施期間】　6月～10 月

【担当者】　1名

⑧北九州東田前田地区電力需給組合 通常総会開催業務
3. 委託事業

例年と比較すると、業務に 1 か月程度の遅れが生じたため、組合員への連絡方法など、適切な時期にしっかりと対応でき
るスケジュールを作成する。

■6月末に紙面開催した案内状、総会資料、書面表決書を作成、送付し、書面表決書を回収した。
■組合費の請求書を作成し、期限になっても未入金の団体に対しては入金催促の電話かけを行った。

10 月末ですべての団体から組合費の入金が確認でき業務終了となった。

北九州東田前田地区電力需給組合の総会の開催及び組合費の徴収
が円滑に進むように、調整、総会資料の作成、及び組合員への連
絡業務を行う。



① 職員研修
4. 研究・研修事業

活動の成果

今後の課題・展開

活動内容

研修の効果として、来館者のアンケートより、スタッフの説明がわかりやすかった、親切な対応だったという声が多く聞
かれ、子どもたちが楽しそうだった、子どもの質問に対してもていねいに答えてくれた、という声が増えた。また、カー
ボンニュートラルに焦点を絞った展示の開始に伴い、新たにカーボンニュートラルを中心にした学習プログラムの開発に
も着手できた。

環境ミュージアムはシフト制の勤務となっているため、職員間の情報共有や効率的な運営促進が課題となっている。情報
共有が効果的にできるように、グループウェアを活用した情報伝達、コミュニケーションツールの使用における職員間の
ギャップを埋めることが課題である。

公共施設の管理者または、常日頃から一般市民と触れ合う事務局
業務やガイドやイベントの担当者として必要な知識を身につける
ための研修を行う。

北九州市環境ミュージアム
7月 4日の月曜休館日に、1) AED 研修と接遇マナー研修、2) アンガーマネジメント研修、3) ミュージアムでの働き方・過
ごし方の再確認、4) 夏休みイベントの説明、5) 秋以降の 20 周年イベントの説明、6) 新たなガイド内容の確認、7) 今後の研修・
ミュージアムの課題討議、を実施し職員それぞれが認識しておくべきことの再確認や情報の共有を図った。
また、第 3ゾーンのリニューアルを含め、カーボンニュートラルへの取り組みが進められることに合わせ、職員の知識を
深める研修や、指定管理者として設備管理に関する研修や人権に関する研修など、適宜実施もしくは受講を行った。

【目的】 【実施場所】　北九州市環境ミュージアム

【実施期間】　通年

【担当者数】　5名
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① クラブルーム利用
5. 東田エコクラブの活用

活動の成果
新型コロナウィルスの対応に社会が慣れてきたということもあり、感染予防対策を行いながら、利用を呼びかけたことに
よって、昨年度と比較すると 100 件以上の利用があった。

今後の課題・展開
気軽に利用できる、民間の集会場であるという点を様々な手法で告知し、あらゆる団体に利用してもらえる仕組みづくり
を行う。

活動内容
例年、クラブルームを一般の方に開放し、交流や会議の場を提供している。

地域の方が「おもちより」をして、東田エコクラブを交流の場とする。
【目的】 【実施場所】　東田エコクラブ・クラブルーム

【実施期間】通年 【担当者数】5名 【利用件数】291 件

② シェアオフィス
5. 東田エコクラブの活用

活動の成果
多様な団体がいることで、アイディアなどのおもちよりや、家賃や光熱費のわかちあいを行うことができた。また、スペー
スの共同利用をすることによって、会社の人間が不在の時に他社の人間が取次を行うなど、業務の円滑化や業務負担の軽
減が達成された。

今後の課題・展開
今後もおもちより、わかちあい、おすそわけの考えのもと、さまざまな団体と協力してシェアハウスを活用する。

活動内容
2022 年度は以下の団体が入居している。
　　

　　 1.　NPO法人 里山を考える会　　　　　　　　　         3.　北九州エコライフステージ実行委員会　　　　   5.　株式会社 コンピューターサイエンス研究所
　　2.　NPO法人 夢追いサポートセンター　　　　　　　4.　株式会社 インターリンク

多様な団体がいることで、アイディアなどのおもちよりや、家賃・
光熱費の分かち合いを行う。スペースを共同利用することで、業
務の円滑化や業務負担の軽減を目指す。

【目的】 【実施場所】　東田エコクラブ

【実施期間】　通年

【団体数】　5団体
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① 物品の販売
6. その他

活動の成果
2022 年度は以下の商品の売り上げがあった。

今後の課題・展開
今後も、「環境」や、「持続可能」をテーマとした商品の販売を通じて、持続可能な社会づくりに貢献する。

活動内容
2022 年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けて、商品数を減らして販売を行った。
その中でも環境問題についてふれた本を手に取る方が多かった。
環境ミュージアムでしか取り扱いのない教育副読本も販売しているためニーズに答えることができた。

持続可能な社会づくりに関連する物品の販売を行う。

ミュージアムショップ

■ 北九州市環境ミュージアム
・ メモ帳 ：2個

・環境ミュージアムエコバッグ各種 ：13 個

・シャボン玉石けん商品各種：11 個　

・ぞうり各種 ：8個

・ コースター：１個

・はしおき：3個

・客箸各種：６個

・戸畑祇園大山笠トート：1個

・ていたんしおり：４個

副読本

・世界遺産トート：1冊

・これが公害だ：1冊

・ 小学校中学年用　もっと知りたい !! みんなの地球　第６版：1冊

・中学生用　未来につなごう　ゆたかな地球　第５版：5冊

・小学校高学年用　別冊　公害克服編　青い空を見上げて：3冊

・小学校高学年用　みんなで守ろう！！きれいな地球 　第７版：7冊

・北九州市の環境：１冊

・小学校教師用指導書：4冊

・環境首都検定テキスト：34 冊

・森のインタープリター：１冊

■東田エコクラブ　販売なし

北九州市環境首都検定

【目的】 【実施場所】　北九州市環境ミュージアム、
　　　　　　東田エコクラブ

【実施期間】　通年

41



Ⅲ. 決算報告・資料
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理  事・ 監  事

2023 年 5月 31 日現在

運営体制・組織図

組 織 図

理事会 総　会

サスティナブルエデュケーション
事業部

コミュニティデザイン
事業部

グロ―バルコミュニケーション
事業部

マネジメント
事業部

東田
エコクラブ

北九州市
いきがい活動
ステーション

北九州市
環境

ミュージアム
生涯現役
夢追塾

北九州市立
ユース

ステーション

日本の伝統的な農村の暮らしである
「里山」を、持続可能な社会づくりの
一つの方法として捉え、この里山の
身の回りのあらゆる動物、植物、建築、
エネルギー、コミュニティなど多種
多様な要素を生活に活かす暮らし方
を「里山的暮らしのデザイン」とし
て提案し活動を始める。2002 年
NPO 法人里山を考える会を設立。
2004 年、北九州市八幡東区東田に東
田エコクラブを建て、東田を中心に
「都市を里山にアップデート」する活
動を行っている。

代表理事
関 宣昭（せき のりあき）

新日鉄（現・日本製鉄㈱）入社後、
北九州市八幡東田地区でのテーマ
パーク「スペースワールド」建設か
ら一貫して同地区を中心とする地域
開発に携わる。市参与（非常勤）等
も歴任、IT・エネルギー・環境・世
界遺産・アート等多様な分野で持続
可能なまちづくりに取り組んでいる。

理事
網岡 健司
八幡東田まちづくり連絡協議会会長
株式会社エックス都市研究所参与
一般財団法人産業遺産国民会議理事 1981 年北九州市に入職後、環境局

計画課長、環境局長等を歴任し、
市職員時代のほとんどを環境分野
に携わる。2015 年に市を退職し、
財団法人北九州産業技術推進機構
を経て、現職。北九州市環境局計
画課長時代に環境ミュージアム整
備に携わるとともに、その後ミュー
ジアムが立地する東田地区の街づ
くりに様々な形で関与している。

理事
松岡 俊和
タカミヤ環境ミュージアム館長

理事　橋本 潤
株式会社タカミヤ 秘書室　室長

理事　林 秀美
株式会社
コンピュータサイエンス研究所
代表取締役社長

理事　神力 潔司
学校法人九州国際大学
法人事務局長

理事　井上 龍子
八幡駅前開発株式会社
代表取締役社長

理事　永井 祐二
早稲田大学環境総合研究センター
上級研究院 研究院教授

幹事　木村 良太
株式会社ディーソルト
プロデューサー
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都市を里山にアップデート

特定非営利活動法人　里山を考える会

〒805-0071
北九州市八幡東区東田 2-5-7 東田エコクラブ
TEL: 093-662-3100　FAX: 093-662-3800
MAIL: info@nposatoyama.org
HP: http://www.nposatoyama.org/


